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 近年,	
 パルス強磁場技術が進展し,	
 50	
 T	
 級

のパルス強磁場が安定して出力可能になって

きた.	
 スプリット型電磁石のプロトタイプを

製作し,	
 強磁場性能の検証を行った.	
 スプリ

ット型電磁石は,	
 様々な磁場分布を形成する

ことが可能であるため,	
 荷電粒子偏向,	
 ビー

ム集束等,	
 様々な高エネルギー制御が可能と

なる.	
 本講演では,	
 50	
 T	
 パルス電磁石の磁気

特性の紹介と,	
 強磁場技術の高エネルギー粒

子研究への応用に関して紹介する.	
 

	
 

強磁場電磁石	
 

	
 様々な空間分布を形成できるように,	
 スプ

リット型パルス電磁石を製作した(右上写真).	
 

下図は磁場測定結果の一部である（磁場波形と

軸方向磁束密度分布）.	
 諸評価試験を継続して

行っているが,	
 現時点で最大	
 50	
 T,	
 中央間隙

部で	
 16	
 T	
 の出力を確認している.	
 一通りの評

価試験終了後に,	
 最大励磁試験へ移行する.	
 

今までの製作経験上,	
 100	
 T	
 近傍でコイル破壊

が起こる感触である.	
 

 	
 

強磁場応用	
 

	
 高エネルギー粒子の

局部的軌道制御の目的

で取りかかった研究で

あるが,生出勝宣KEK名

誉教授が提唱した	
 250	
 

GeV	
 電子・陽電子を用

いたスーパートリスタ

ン等,	
 科学研究用の複

合施設の飛躍的展開を

みせる研究計画がいく

つか提示されたこともあり,	
 強磁場技術の応

用分野を広い観点から見直している.	
 下表は,	
 

それらの可能性の一部を示したものである.	
 

いずれも現行技術ではかなり限定した利用法

になるが,	
 要素基盤技術の進展がなされれば,	
 

将来的に実現を期待させるものと考える.	
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